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1　はじめに
本テンプレートは、行数・文字数・フォントの種類・余白設定等において、執筆要領を満たす設定になっております。

2　細部について
和文タイトル・副題や見出しは「小塚ゴシックPr6N L」太字を使用してください。
英文タイトル・副題がある場合は、「小塚明朝Pr6N L」とします。
著者名・所属は「小塚明朝Pr6N L」とします。
本文、注及び参考文献は「小塚明朝Pr6N L」を使用してください。
本文の句読点及び括弧は「。」「、」「（）」を使用してください。

2.1　フォントサイズ・行間
和文タイトルは18pt（行間26pt）、和文副題は12pt太字（行間20pt）とします。
英文タイトルがある場合は、18pt（行間26pt）を使用してください。英文副題がある場合は、12pt（行間20pt）とします。
著者名は11pt（行間17pt）、所属は9pt（行間17pt）とします。
大見出しは12pt（行間17pt）太字、小見出しは10.5pt（行間17pt）太字です。
本文は10.5pt（行間17pt）とします。
注は9pt（行間12pt）とします。
参考文献は9pt（行間15pt）とします。

2.2　図表の入れ方
図・表はなるべく「中央揃え」とします。
図・表タイトルは「小塚ゴシックPr6N L」太字9ポイント「中央揃え」とします。
図タイトルは図の下、表タイトルは表の上に位置づけます。
図・表の番号は「図1、図2…」「表1、表2…」とします。
図・表と本文の間は1行あけてください。白黒印刷（グレースケール）でも読めるようにしてください[footnoteRef:1]。 [1:  PDF化してから、試しに印刷をしてチェックした上で御提出をお願いいたします。] 


表1　表のタイトルは表の上に位置付ける



図1　図のタイトルは図の下に位置付ける

2.3　脚注及び参考文献
ワードの機能を利用して、各ページの末尾に脚注を作成してください。
参考文献は、論文の最後に一覧をつけてください。
すべての文献を著者（筆頭者）の姓のアルファベット順にしてください。
参考文献の表記方法は本様式の最後のようにしてください。

なお、投稿に当たっては、本様式に沿った「ワードファイル」を御提出ください。
ファイルが重い場合は、メールに添付できるレベルにまで軽くしていただくようにお願いいたします。
なお、図表を複雑に挿入しますと、編集の際に不便を生じますので、本文と図表の間には、１行開けていただき、編集の際に、ズレが生じないように御配慮をお願いいたします。
以上、御不明な点は事務局に御相談ください。
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